
読み取ることができます。たとえ信仰や民俗文化のか
たちは変わっても、小泉八雲が見つめた日本人の精神
性は、今もなお薄れながら息づいているのではないで
しょうか。

小泉八雲の代表的なジャンルである「怪談」は、た

だの怖い話ではなく、人間が自然や異界とどのよう

な距離をとるべきかを教えてくれる寓話のようなも

のです。たとえば「雪女」や「幽霊滝」などの物語で

は、人間が“見えない世界”との約束を破ったとき、

悲劇が訪れるという構造が繰り返し描かれます。こ

れは、人間中心主義への警鐘であり、自然や異界に

対する謙虚さを説くメッセージでもあります。教育

現場においても、こうした「恐れ」や「距離感」の概念

は、子どもたちに想像力や倫理観を育む上での有

効な教材となるでしょう。現代では妖怪や怪談が

ポップカルチャー化して語られる一方で、八雲の原

典にふれることで、その背後にある精神性を再発見

する契機となるはずです。

八雲の文学的成果の背後には、妻・小泉セツの存

在がありました。地元の民話を語り伝え、怪談の素

材を提供し、原稿の推敲まで関わったセツは、まさ

に“共作者”と呼べる存在です。異なる国と文化に育

ったふたりでしたが、互いを深く理解し、信頼と敬意

を土台にした関係を築いていました。八雲はセツの

ことを「世界で一番よきママさん」と呼び、セツも八

雲を「世界一のパパ様」と呼んでいたことからも、愛

情に満ちたやりとりがうかがえます。

短気な八雲が怒りにまかせて書いた手紙を、セツが

そっと投函せず保管していたという逸話もあります。

冷静になった八雲が心配してたずねると、投函されて

いなかったことを知り、「だからママさんに限る」と安

堵したといいます。こうした関係性は、作品づくりのみ

ならず、家庭生活にもにじんでいました。創作の場で

も暮らしの場でも、セツは八雲にとって頼りになりとき

に甘えられる存在だったのです。その姿は、異なる価

値観を越えて心を通わせる“多文化理解”のあり方を、

私たちに静かに示してくれます。

教育者として注目すべきは、八雲が重視した「想像

力」と「五感による観察力」です。彼は16歳で左目の

視力を失い、右目も重度の近視でしたが、その分、

音や匂い、手触りなどを通じて世界を深く感じとる

力を育んでいました。こうした“全身で感じる力”は、

情報過多の現代においても、子どもたちの学びに

不可欠なものです。松江市では「スーパーへるんさ

ん講座」という小学生向けの実践プログラムも展開

されており、「感じる力」「ひらかれた心」を育む試み

が継続しています。教室で八雲の作品を取り上げる

ことは、単なる文学の授業にとどまらず、感性・想像

力・多様性理解を総合的に育てる“人間教育”として

も意義深いものです。見えないものを感じとり、異

なるものに心をひらく　　その精神は、今を生きる

私たちにも静かに問いかけているのです。

2025年秋に放送予定のNHK朝のドラマ『ばけば

け』では、小泉八雲とセツの出会い、そして怪談を通

じて育まれたふたりの関係性が描かれます。セツの

貧しい少女時代をポジティブかつコミカルに描くこ

とで、朝から元気をもらえる作品になることが期待

されています。多くの困難を乗り越え、前向きに生

きたふたりの姿は、今を生きる私たちにも力を与え

てくれるでしょう。

8月（葉月）「終戦の日」

8月15日は、終戦の日。戦没者（戦死者と民間犠牲
者の総計約310万人）を追悼し平和を祈念する日で

す。今年は、戦後80年の節目
の年となりますが、現在でも
世界中で戦争や紛争が絶え
ないことに心が痛みます。そ
こで、今回は、戦争と平和に
ついていろいろな視点でじっ
くり考えてみましょう。

初めに、昨年亡くなった詩人谷川俊太郎さんの絵本
『へいわとせんそう』を紹介します。この絵本では、平
和と戦争の対照的な場面が続きますが、最後には、
敵と味方で変わらない場面が 3 場面連続して描かれ
ています。この「変わらない」ことで、平和を切望する
筆者の深い思いがひしひしと伝わってきます。
　次は、『ある晴れた夏の朝』です。この題名は広島
の原爆投下の朝を指しています。昨年、日本被団協
がノーベル平和賞を受賞しましたが、これは、アメリ
カの高校生8名が日本での原爆投下の是非を肯定
側と否定側に分かれて夏休みの3か月間を調査に
費やして、討論する小説です。原爆は戦争を終わら
せるために必要だったとする肯定側と人類に壊滅的

な影響を及ぼす原爆の非道さ
を訴える否定側と論戦が白熱
します。両方の意見が錯綜し、
いろいろな見方があることが
伺えます。この本は、英語版
On A Bright Summer 
Morningも出版されていま  
す。外国の同世代の人たちと
話すきっかけになるでしょう。

　では、日本はなぜ戦争を始めてしまったのか。日
清戦争から振り返ることができるのが、『それでも、
日本人は「戦争」を選んだ』です。著者は、中高生を
対象に講義形式の序論で戦争の定義をジャン＝ジャ
ック・ルソーの言葉を引用して「敵対する国家の、憲
法に対する攻撃」と語ります。それから日清戦争から
太平洋戦争へと時系列に多岐にわたる資料をもと
に辿っていきます。講義では、
その都度著者が問いを投げ
掛けて、それに答える生徒た
ちの発言も興味深いところで
す。日清戦争から線として太
平洋戦争につながっていきま
すが、いろいろな要因が重な
って戦争へと進んでいく過程
がわかります。　
最後は、『夜と霧新版』。第二次世界大戦中、ナチス

の強制収容所で生き残った被収容者の貴重な体験記
です。著者は著名な心理学者であり、客観的に当時
の状況について内側から述べています。極限状態で

人はどういう心理状
態に陥るのか、最初
のショック状態から、
すぐに感情の消滅段
階に移ります。祈り、
夢、自然の美しさ、歌
や詩、音楽、ユーモア

が慰めとなります。全てを奪われた被収容者ですが、
内なる世界だけは誰にも奪えないということなので
す。未来を信じる意志をもち、生きる意味を問うこと
の大切さ。戦争を通して普遍的な人間の尊
厳を考えさせられます。 

たにかわしゅんたろう・ぶん
Noritake・え
ブロンズ新社

加藤陽子・著
新潮社（新潮文庫）

小手鞠るい・著
偕成社

ヴィクトール・E・フランクル・著
池田香代子・訳
みすず書房
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